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重
建
懐
徳
堂
に
お
け
る
朱
子
学 

―
― 

松
山
直
蔵
の
学
問
を
中
心
に 

―
― 

  

竹 

田 

健 

二 

  
 

は
じ
め
に 

 

近
世
大
坂
の
学
校
で
あ
る
懐
徳
堂
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二

四
）
の
創
設
後
、
朱
子
学
を
基
本
と
し
て
百
四
十
年
余
り
も
の
間

活
動
を
続
け
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
れ

か
ら
四
十
年
余
り
後
の
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
九
月
、
大
阪

で
は
懐
徳
堂
を
顕
彰
し
よ
う
と
の
気
運
が
に
わ
か
に
高
ま
り
、
大

阪
人
文
会
が
中
心
と
な
っ
て
懐
徳
堂
記
念
会
が
結
成
さ
れ
た
。 

 

懐
徳
堂
記
念
会
は
翌
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
〇
月
五
日
、

懐
徳
堂
の
儒
者
ら
を
祭
る
懐
徳
堂
記
念
祭
を
、
中
之
島
公
会
堂
に

お
い
て
盛
大
に
挙
行
し
た
。
そ
の
後
、
懐
徳
堂
記
念
会
と
目
的
を

同
じ
く
す
る
財
団
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
九
月
に
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
た
。 

 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は

大
阪
市
内
に
「
重
建
懐
徳
堂
」
と
呼
ば
れ
た
講
堂
を
建
設
、
翌
月

以
降
、
重
建
懐
徳
堂
で
は
数
多
く
の
講
義
や
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
残
念
な
が
ら
、
重
建
懐
徳
堂
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

三
月
に
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は

戦
後
設
置
さ
れ
た
大
阪
大
学
文
学
部
と
協
力
し
、
今
日
に
至
る
ま

で
市
民
向
け
の
講
座
を
な
お
継
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。 

 

お
よ
そ
百
年
に
及
ぶ
歴
史
を
有
す
る
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

の
実
質
的
な
活
動
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
設
立
と
と
も
に
始
ま
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
重
建
懐
徳
堂
が
設
立
さ
れ
た
大
正
期
に
は
、
大

阪
に
文
系
の
大
学
は
ま
だ
数
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
設
立

さ
れ
た
重
建
懐
徳
堂
は
、
戦
前
の
大
阪
に
お
い
て
、
民
間
の
市
民

大
学
と
し
て
活
発
に
活
動
し
た
の
で
あ
る
（
注
１
）

。 

 

そ
れ
で
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
学
問
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、
朱
子
学
と
の
関
係
に
焦
点
を
当

て
、
大
正
期
に
お
け
る
重
建
懐
徳
堂
で
行
わ
れ
た
授
業
と
、
重
建
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懐
徳
堂
初
代
教
授
・
松
山
直
蔵
の
学
問
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る

こ
と
に
す
る
。 

  
 

一 

重
建
懐
徳
堂
に
お
け
る
授
業 

 

大
正
期
に
重
建
懐
徳
堂
で
開
講
さ
れ
た
授
業
は
、
講
演
・
講

義
・
素
読
科
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
本
章
で
は
、
財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
〇
月
に
発
行

し
た
「
懐
徳
堂
要
覧
」
（
以
下
、
大
正
版
「
要
覧
」
と
略
称
す

る
）
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

 

先
ず
講
演
で
あ
る
が
、
重
建
懐
徳
堂
の
講
演
に
は
、
定
期
講
演

（
注
２
）

と
通
俗
講
演
と
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
広
く
一

般
市
民
に
向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
聴
講
料
は
無
料
で
あ
っ
た
。 

 

定
期
講
演
は
、
「
文
科
に
属
す
る
高
等
な
る
学
術
的
知
識
を
普

及
し
文
化
の
向
上
学
術
の
研
究
に
資
す
る
」（
注
３
）

こ
と
を
目
的
と

し
た
。
重
建
懐
徳
堂
設
立
直
後
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一

月
に
始
ま
っ
た
定
期
講
義
は
、
講
師
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
文
学

部
の
教
授
・
助
教
授
を
招
き
、
大
正
期
に
合
計
四
五
も
の
題
目
で

行
わ
れ
た
。
講
師
は
同
一
の
題
目
で
四
回
か
ら
一
九
回
、
期
間
に

し
て
三
ヶ
月
か
ら
一
年
の
間
連
続
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
大
正
版

「
要
覧
」
に
記
さ
れ
た
講
演
題
目
に
よ
れ
ば
、
定
期
講
演
の
内
容

は
、
一
部
カ
ン
ト
の
哲
学
な
ど
西
洋
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て

い
た
が
、
第
一
回
定
期
講
演
と
し
て
行
わ
れ
た
狩
野
直
喜
の
「
孟

子
概
説
」
、
三
浦
周
行
の
「
国
史
新
話
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

中
国
に
関
す
る
も
の
と
日
本
に
関
す
る
も
の
と
が
中
心
を
占
め
た
。 

 

通
俗
講
演
は
「
一
般
市
民
の
常
識
を
養
ひ
品
性
を
向
上
せ
し
む

る
」（
注
４
）

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
六
月
以
降
、
大
正
期
に
合
計
八
四
の
題
目
で
行
わ
れ
た
。
講

師
は
、
初
期
に
は
民
間
人
や
役
人
な
ど
も
担
当
し
た
が
、
後
に
京

都
帝
国
大
学
の
文
学
部
以
外
の
学
部
の
教
員
が
担
っ
た
。
通
俗
講

演
は
ほ
と
ん
ど
が
一
回
の
み
の
講
演
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
歴
史

学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
法
学
、
社
会
学
、
生
物
学
、
化
学
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
び
、
特
定
の
中
心
的
分
野
と
い
っ
た

も
の
は
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
定
期
講
演
と
通
俗
講
演
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、

外
部
か
ら
多
数
の
講
師
を
招
い
て
行
わ
れ
た
重
建
懐
徳
堂
に
お
け

る
講
演
は
、
中
国
・
日
本
に
関
す
る
内
容
の
も
の
が
比
較
的
多
か

っ
た
も
の
の
、
特
定
の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
に

多
彩
で
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
素
読
科
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
素
読
科
は
「
徳
性

の
涵
養
並
に
漢
学
の
学
習
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

『
孝
経
』
と
四
書
全
部
と
を
一
年
間
で
修
了
す
る
も
の
で
、
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
に
始
ま
っ
た
（
注
５
）

。
対
象
者
は
満
一

二
歳
か
ら
一
八
歳
以
下
の
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
授
業
料
は
無
料

で
あ
る
。
受
講
者
は
毎
週
月
・
木
・
土
曜
の
三
回
、
午
後
一
時
か

ら
六
時
ま
で
の
間
に
重
建
懐
徳
堂
に
来
堂
し
、
順
次
素
読
を
受
け

た
。
当
初
担
当
し
た
の
は
、
大
分
師
範
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
波

多
野
七
蔵
で
、
後
に
吉
田
鋭
雄
に
交
替
し
た
。 

 

素
読
科
は
、
受
講
対
象
者
に
年
齢
制
限
を
設
け
て
若
年
層
の
み

を
対
象
と
し
た
点
が
、
他
の
授
業
と
大
き
く
異
な
る
。
重
建
懐
徳
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堂
に
お
い
て
は
、
素
読
科
以
外
に
対
象
を
若
年
層
に
限
定
し
た
授

業
は
一
つ
も
な
く
、
し
か
も
素
読
科
は
、
重
建
懐
徳
堂
設
立
の
約

半
年
後
と
、
比
較
的
早
く
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点

は
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
素
読
の
実
施
に
特
に
力
を
入
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ
た
、
重
建
懐
徳
堂
に

お
け
る
講
義
を
見
て
み
よ
う
。
講
義
に
は
、
定
日
講
義
・
文
科
講

義
・
日
曜
朝
講
の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
講
義
を
担
当
し
た
の
は
、

重
建
懐
徳
堂
の
専
任
教
員
で
あ
る
教
授
・
助
教
授
と
、
外
部
か
ら

講
義
担
当
者
と
し
て
招
か
れ
た
「
講
師
」
と
で
あ
る
（
注
６
）

。 

 

大
正
一
五
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
、
定
日
講
義
が
週
三
回

（
月
・
水
・
木
）
午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
ど
の
曜
日
も

同
時
に
二
つ
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
文
科
講
義
は
毎
週
金
曜
日
午

後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
合
計
四
つ
の
講
義
が
、
二
つ
ず
つ

隔
週
で
開
講
さ
れ
た
。
日
曜
朝
講
は
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
か
ら

午
前
一
〇
時
ま
で
で
あ
る
。 

 

ど
の
講
義
も
皆
、
仕
事
を
持
つ
一
般
市
民
が
受
講
し
や
す
い
時

間
帯
に
開
講
さ
れ
た
。
な
お
、
日
曜
朝
講
は
無
料
で
受
講
で
き
た

が
、
定
日
講
義
は
「
堂
費
」
と
し
て
一
月
あ
た
り
二
〇
銭
、
文
科

講
義
は
「
授
業
料
」
と
し
て
毎
月
二
円
を
収
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
。
文
科
講
義
は
ま
た
、
受
講
生
に
「
中
等
学
校
卒
業
程
度
以

上
ノ
学
力
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

 

講
義
そ
の
も
の
の
目
的
は
、
定
日
講
義
が
「
聖
経
賢
伝
及
び
本

邦
古
典
を
講
じ
徳
性
を
涵
養
し
我
國
民
道
徳
の
淵
源
を
究
む
る
に

資
す
る
」
こ
と
、
日
曜
朝
講
は
「
孝
経
四
書
を
順
講
し
て
徳
性
を

涵
養
し
仁
義
忠
孝
の
道
徳
を
維
持
し
東
洋
道
徳
の
菁
華
を
知
得
す

る
に
資
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
文
科
講
義
は
「
東
西
の
名
著

を
講
じ
文
科
に
属
す
る
学
術
の
研
究
に
資
す
る
を
以
て
目
的
と
し

東
西
両
洋
を
兼
修
せ
し
む
る
を
主
義
と
す
」
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
た
（
注
７
）

。 

 

こ
の
よ
う
に
重
建
懐
徳
堂
の
講
義
は
、
「
聖
経
賢
伝
及
び
本
邦

古
典
」
・
「
孝
経
四
書
」
・
「
東
西
の
名
著
」
に
つ
い
て
論
ず
る

も
の
だ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
重
建
懐
徳
堂
に
お
け
る
講
義
の
内

容
は
、
漢
学
・
日
本
の
古
典
学
・
西
洋
の
人
文
学
の
三
つ
の
分
野

に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
分
野
の
中
で
、
文

科
講
義
・
定
日
講
義
・
日
曜
朝
講
の
す
べ
て
に
含
ま
れ
て
い
た
の

は
漢
学
だ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
、
重
建
懐
徳
堂
の
講
義
に
お
い
て

は
漢
学
が
中
核
に
位
置
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

重
建
懐
徳
堂
の
講
義
が
漢
学
を
中
核
と
し
た
こ
と
は
、
松
山
直

蔵
・
財
津
愛
象
・
吉
田
鋭
雄
と
続
い
た
重
建
懐
徳
堂
の
歴
代
教
授

が
、
全
員
漢
学
を
専
門
と
す
る
者
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
確
認
で
き

る
。
重
建
懐
徳
堂
で
開
講
さ
れ
た
日
本
の
古
典
学
と
西
洋
の
人
文

学
に
関
す
る
講
義
は
、
す
べ
て
外
部
か
ら
招
か
れ
た
「
講
師
」
に

よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
お
り
、
漢
学
以
外
を
専
門
と
す
る
者
が
重
建

懐
徳
堂
の
専
任
の
教
員
に
就
任
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。 

 
以
上
、
重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
講
演
・
素
読
科
・
講

義
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
重
建
懐
徳
堂
の
授
業
を
全
体

と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
核
を
占
め
た
の
は
や
は
り
漢
学

で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
重
建
懐
徳
堂
の
三
人
の

教
授
が
全
員
漢
学
が
専
門
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
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重
建
懐
徳
堂
で
講
じ
ら
れ
た
学
問
の
中
心
は
漢
学
で
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
る
形
で
日
本
の
古
典
学
と
西
洋
の
人
文
学
、
及
び
他
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
問
が
講
じ
ら
れ
た
と
理
解
す
べ
き
と
考
え
ら

れ
る
。 

  
 

二 

松
山
直
蔵
の
講
義
と
そ
の
専
門
性 

 

そ
れ
で
は
、
重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
漢
学
と
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ

れ
は
朱
子
学
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

章
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

先
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
重
建
懐
徳
堂

の
漢
学
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
朱
子
学
だ
け
で
は
な
く
、
諸

子
学
や
日
本
漢
文
な
ど
様
々
な
領
域
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
大
正
版
「
要
覧
」
に
記
さ
れ
た
大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
の
定
日
講
義
を
見
て
み
る
と
、
教
授
の
松
山
直
蔵
が
担
当
し

た
程
頤
の
『
周
易
程
伝
』
と
孫
奇
逢
の
『
理
学
宗
伝
』
と
は
、
朱

子
学
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
松
山
以
外
の

教
員
は
、
吉
田
鋭
雄
助
教
授
が
「
支
那
学
概
論
」
、
稻
束
猛
講
師

が
『
韓
非
子
』
、
財
津
愛
象
講
師
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
そ
れ
ぞ

れ
講
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朱
子
学
と
は
直
接
関
わ
ら

な
い
。
大
正
版
「
要
覧
」
に
よ
れ
ば
、
大
正
期
の
重
建
懐
徳
堂
に

お
い
て
朱
子
学
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
の
は
、
教
授
の
松
山
直

蔵
の
み
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
、
松
山
が
担
当
し
た
講
義
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

検
討
す
る
。 

 

大
正
版
「
要
覧
」
に
よ
れ
ば
、
松
山
直
蔵
が
重
建
懐
徳
堂
で
担

当
し
た
授
業
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

定
日
講
義 

 
 
 
 

『
理
学
宗
伝
』
・
『
周
易
程
伝
』
・
『
論
語
』
・
『
礼

記
纂
言
抄
』
・
『
書
経
』
・
『
宋
名
臣
言
行
録
抄
』
・

『
大
学
衍
義
』
・
『
古
今
学
変
』
・
『
輶
軒
語
』
・

『
近
思
録
』 

 
 

日
曜
朝
講 

 
 
 
 

『
論
語
』
・
『
孝
経
』
・
『
孟
子
』
・
『
大
学
』
・ 

『
中
庸
』 

 
 

文
科
講
義 

 
 
 
 

『
朱
子
語
文
精
要
』 

 

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
分
か
ら
な
い
が
、
程
頤
の
『
周
易
程
伝
』
や
、
朱
子
の
著
し
た

『
宋
名
臣
言
行
録
』
や
『
近
思
録
』
、
或
い
は
真
徳
秀
の
『
大
学

衍
義
』
な
ど
、
松
山
は
明
ら
か
に
程
朱
学
に
関
す
る
文
献
に
つ
い

て
多
数
取
り
上
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
孫
奇
逢
の
『
理
学
宗

伝
』
や
呉
澄
の
『
礼
記
纂
言
抄
』
、
清
末
の
張
之
洞
の
『
輶
軒

語
』
、
伊
藤
東
涯
の
『
古
今
学
変
』
な
ど
の
講
義
も
行
わ
れ
て
お

り
、
松
山
も
程
朱
学
の
み
を
講
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 
一
般
に
松
山
の
専
門
は
宋
学
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
確
か
に
松

山
が
晩
年
に
提
出
し
た
学
位
論
文
は
『
北
宋
五
子
哲
学
』
と
題
さ

れ
て
お
り
、
松
山
の
学
問
が
宋
学
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
も
っ
と
も
、
松
山
の
関
心
は
宋
学
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い

た
訳
で
は
な
く
、
広
く
中
国
思
想
史
全
体
の
流
れ
に
対
し
て
向
け
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て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
重
建
懐
徳
堂
に

お
け
る
講
義
に
加
え
て
、
実
は
『
北
宋
五
子
哲
学
』
か
ら
も
窺
え

る
。 

 

例
え
ば
、
『
北
宋
五
子
哲
学
』
の
「
序
論
」
に
お
い
て
松
山
は
、

中
国
の
思
想
史
を
古
代
か
ら
概
観
し
、
「
近
古
宋
に
至
る
に
及
び

て
、
新
哲
学
の
勃
興
す
る
あ
り
、
茲
に
古
来
の
学
術
其
面
目
を
一

新
せ
り
」
と
、
宋
学
の
勃
興
に
よ
っ
て
中
国
の
思
想
界
の
状
況
は

一
変
し
た
と
し
、
そ
の
道
を
開
い
た
の
が
北
宋
の
周
敦
頤
・
邵

雍
・
程
顥
・
程
頤
・
張
載
の
五
子
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
（
注
８
）

。

そ
し
て
、
「
熟
ら
宋
学
勃
興
の
事
情
と
其
特
質
と
を
考
ふ
る
に
、

其
来
由
す
る
と
こ
ろ
蓋
一
朝
一
夕
に
非
ず
、
遠
く
前
代
よ
り
開
け

来
り
た
る
機
運
の
宋
に
及
び
て
熟
す
る
あ
り
て
、
茲
に
新
学
の
発

現
を
見
る
に
至
り
し
な
り
」
と
、
宋
学
の
勃
興
ま
で
に
は
長
い
経

緯
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
主
要
な
要
因
は
学
術
の
反
動
、
つ
ま
り

「
漢
唐
一
千
有
余
年
間
の
経
学
を
支
配
せ
し
師
承
専
門
訓
詁
学
に

対
す
る
反
動
」
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
そ
う
し
た
経

学
の
反
動
が
、
宋
王
朝
の
道
徳
実
践
重
視
の
気
風
や
、
仏
教
・
道

教
の
隆
盛
と
い
っ
た
種
々
の
事
情
と
結
合
し
た
結
果
と
し
て
宋
学

は
興
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
結
論
に
あ
た
る
「
約
結
」
に
お
い
て
、
松
山
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

五
子
の
哲
学
が
、
支
那
学
術
史
上
に
一
新
紀
元
を
劃
す
る
所

以
は
、
従
来
儒
家
の
説
く
と
こ
ろ
、
政
治
道
徳
に
関
す
る
実

際
的
教
説
の
圏
内
に
囿
せ
し
を
、
五
子
に
至
り
始
め
て
或
は

无
極
或
は
太
極
或
は
理
或
は
太
虚
等
を
以
て
、
宇
宙
元
理
と

す
る
一
元
的
哲
学
を
唱
へ
出
し
て
、
深
く
性
命
道
徳
の
淵
源

を
窮
め
、
自
家
の
教
説
に
一
貫
的
説
明
と
組
織
的
体
系
と
を

与
へ
、
従
来
の
儒
学
を
哲
学
化
せ
し
と
こ
ろ
に
あ
り
。 

 

北
宋
の
五
子
の
哲
学
は
、
儒
家
思
想
を
体
系
化
し
、
「
従
来
の

儒
学
を
哲
学
化
」
し
た
と
い
う
点
で
、
中
国
の
学
術
史
に
お
い
て

画
期
的
で
あ
る
と
松
山
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

更
に
「
約
結
」
に
は
、
五
子
以
後
の
中
国
の
学
術
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

五
子
に
其
端
を
発
し
た
る
宋
学
は
、
一
は
朱
子
の
手
に
因
り

て
程
朱
学
の
一
大
派
を
成
し
、
一
は
陸
王
二
子
の
手
に
因
り

て
陸
王
学
の
一
大
派
を
成
せ
り
。
這
の
二
大
流
派
は
、
宋
元

明
三
代
を
通
じ
て
支
那
の
学
術
思
想
の
二
大
分
野
を
領
し
、

支
那
近
古
に
発
現
し
た
る
新
哲
学
を
代
表
す
る
も
の
な
り
。

朱
子
は
周
程
二
子
の
本
体
論
を
合
致
し
て
、
太
極
即
理
の
説

を
立
て
、
程
張
二
子
の
性
説
を
取
り
て
本
然
気
質
の
性
を
説

き
、
程
子
の
居
敬
涵
養
致
知
窮
理
を
取
り
て
為
学
の
工
夫
と

な
し
、
以
て
程
朱
学
の
大
綱
を
定
む
。
陸
子
は
謝
上
蔡
、
王

震
沢
、
張
横
浦
等
に
伝
は
り
た
る
明
道
の
学
脈
を
承
け
、
読

書
窮
理
の
工
夫
よ
り
去
り
て
、
直
ち
に
心
性
の
源
頭
に
向
つ

て
手
を
下
す
を
以
て
為
学
の
要
と
な
し
、
『
中
庸
』
の
尊
徳

性
、
孟
子
の
立
其
大
者
を
以
て
標
的
と
す
。
明
王
陽
明
に
至

り
、
知
行
合
一
致
良
知
の
説
を
唱
へ
出
し
、
遠
く
陸
子
の
学

を
承
け
て
之
を
宣
揚
し
、
茲
に
陸
王
学
の
一
大
流
派
成
る
。

さ
れ
ば
五
子
の
哲
学
は
、
啻
に
宋
元
明
三
代
哲
学
の
先
路
を

開
く
の
み
な
ら
ず
、
之
が
基
礎
を
築
き
之
が
規
模
を
定
め
た
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る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。 

 

五
子
以
後
の
「
宋
元
明
三
代
を
通
じ
て
」
の
中
国
学
術
思
想
の

流
れ
を
展
望
す
る
な
ら
ば
、
五
子
を
発
端
と
し
て
程
朱
学
と
陸
王

学
と
が
二
大
流
派
を
形
成
し
た
。
そ
の
た
め
五
子
の
哲
学
は
「
宋

元
明
三
代
哲
学
の
先
路
を
開
く
の
み
な
ら
ず
、
之
が
基
礎
を
築
き

之
が
規
模
を
定
め
た
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
松
山
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
北
宋
五
子
哲
学
』
に
お
い
て
松
山
は
、
北

宋
の
五
子
の
哲
学
を
中
国
思
想
史
全
体
の
中
に
位
置
付
け
、
中
国

思
想
史
の
展
開
全
体
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
松
山
の
重
建

懐
徳
堂
に
お
け
る
講
義
が
、
宋
学
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
宋
学

の
み
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
松
山
の
問
題
意
識

か
ら
見
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。 

 

興
味
深
い
点
は
、
松
山
が
西
洋
哲
学
に
対
し
て
も
関
心
を
有
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
『
北
宋
五
子
哲
学
』
の
中
で
は
、
ア
ナ
ク

サ
ゴ
ラ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
と
い
っ
た
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
哲
学
者
や
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
三
篇
「
程
顥
の
哲
学
」
の
中
で
、
程
顥
の
説
い
た

「
理
」
に
つ
い
て
、
松
山
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 
 

是
の
理
た
る
や
、
ア
ナ
キ
サ
ゴ
ラ
ス
の
「
ヌ
ー
ス
」
の
如
く

物
質
的
の
も
の
に
非
ず
し
て
、
非
物
質
的
の
も
の
な
り
。
さ

れ
ど
も
又
プ
ラ
ト
ー
ン
の
「
イ
デ
ア
」
の
如
く
超
絶
的
の
も

の
に
非
ず
し
て
、
内
在
的
の
も
の
な
り
。
寧
ろ
ヘ
ー
ラ
ク
ラ

イ
ト
ス
の
「
ロ
ゴ
ス
」
之
に
近
き
か
。
ヘ
ー
ラ
ク
ラ
イ
ト
ス

の
生
成
転
化
は
、
即
ち
程
子
の
所
謂
易
に
し
て
、
生
成
転
化

の
根
本
に
内
在
せ
る
「
ロ
ゴ
ス
」
は
、
程
子
の
所
謂
理
に
外

な
ら
ず
。
形
而
上
の
理
と
形
而
下
の
気
と
の
前
後
関
係
、
之

を
明
説
せ
ず
と
雖
も
、
理
気
の
二
元
を
立
つ
る
も
の
に
非
ず

し
て
、
理
気
の
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
を
認
む
る
も
の
ヽ
如
し
。 

 

ま
た
第
五
篇
「
張
載
の
哲
学
」
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

 
 

明
道
が
天
地
萬
物
之
理
、
無
獨
必
有
對
、
皆
自
然
而
然
、
非

有
安
排
也

二
程
遺
書

巻

十

一

と
云
ひ
、
又
萬
物
無
不
有
對

二
程
遺
書

巻

十

一

道
無
無
對
、

有
陰
則
有
陽
、
有
善
則
有
惡
、
有
是
則
有
非

二
程
遺
書

巻

十

五

と
云
へ
る

も
の
、
此
れ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
辨
證
法
に
措
定
反
措
定
を
説
け
る

と
相
似
る
も
の
あ
り
。
張
子
の
兩
不
立
則
一
不
可
見
、
一
不

可
見
則
兩
之
用
息
と
云
へ
る
も
の
、
一
即
ち
綜
合
は
、
措
定

反
措
定
の
兩
に
因
り
て
成
る
も
の
な
る
こ
と
を
云
へ
る
に
て
、

程
子
よ
り
も
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
相
近
き
も

の
あ
り
。 

 

松
山
が
西
洋
哲
学
の
知
識
を
有
す
る
漢
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

松
山
の
経
歴
か
ら
見
て
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
「
松
山
直
蔵
略

歴
」（
注
９
）

に
よ
れ
ば
、
松
山
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
月
七

日
、
播
州
明
石
当
津
村
（
現
在
の
兵
庫
県
明
石
市
）
に
藩
士
・
松

山
七
三
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
時
よ
り
父
親
に
素
読
を
授

け
ら
れ
、
後
に
郷
儒
・
林
芳
信
に
漢
学
を
学
び
、
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
四
月
、
赤
石
小
学
校
を
卒
業
、
そ
の
後
法
学
研
究

を
志
し
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
に
京
都
の
第
三
高
等

中
学
校
に
入
学
し
た
。
在
学
中
に
松
山
は
病
を
得
て
、
経
学
研
究

に
転
じ
た
と
い
う
。 
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明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
、
松
山
は
第
三
高
等
中
学
校

を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
に
入
学
し
た
。
東

京
帝
国
大
学
で
は
島
田
篁
村
に
師
事
し
、
ま
た
加
納
治
五
郎
の
講

道
館
で
柔
道
を
学
ん
だ
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
七
月
、
大

学
を
卒
業
し
た
松
山
は
、
一
二
月
に
毛
利
家
の
私
塾
で
あ
る
時
習

舎
の
教
員
や
、
井
上
了
円
が
設
立
し
た
私
立
学
校
・
哲
学
館
の
講

師
を
勤
め
た
。 

 

そ
し
て
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
大

学
院
に
入
学
し
、
重
野
成
齋
、
井
上
哲
治
郎
の
指
導
を
受
け
た
。

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中

学
講
師
と
な
っ
た
が
、
翌
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
に
辞

職
し
、
東
京
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）
八
月
に
東
京
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
を
辞
職
し
、
新

設
さ
れ
た
広
島
高
等
師
範
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。
そ
し
て
松
山

は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二
月
、
広
島
高
等
師
範
学
校
を
辞

職
し
て
重
建
懐
徳
堂
教
授
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
松
山
は
漢
学
者
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
訳
で

は
な
く
、
ま
た
幼
少
時
よ
り
一
貫
し
て
漢
学
の
研
究
を
志
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
松
山
は
、
基
本
的
に
近
代
日
本
の
学
校

教
育
制
度
の
中
で
高
等
教
育
を
受
け
、
そ
し
て
漢
学
者
と
な
っ
た

人
物
な
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
松
山
が
広
く
中
国
思
想

史
全
般
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
西
洋
哲
学
に
つ
い
て
も
言
及
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
学
問
が
近
代
日
本
の
学
校
教
育
制
度

の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
松
山
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
漢
学
を
修
め
る
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
こ
の

点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

  
 

三 

松
山
直
蔵
と
儒
教 

 

松
山
直
蔵
は
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
時
代
の
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
四
月
二
七
日
、
「
儒
教
研
究
の
必
要
を
論
ず
」
と

題
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
（
注

10
）

。
以
下
、
こ
の
講
演
を
中
心

に
、
松
山
に
と
っ
て
漢
学
を
修
め
る
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。 

 

「
儒
教
研
究
の
必
要
を
論
ず
」
と
い
う
講
演
の
目
的
に
つ
い
て
、

そ
の
冒
頭
で
先
ず
松
山
は
、
「
私
は
日
本
道
徳
を
維
持
し
発
展
す

る
上
に
於
て
儒
教
は
極
め
て
適
当
な
る
も
の
の
一
と
信
じ
ま
す
」

と
、
儒
教
が
日
本
道
徳
の
維
持
・
発
展
に
「
極
め
て
適
当
」
で
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
今
は
儒
教
の
教
義
の

究
明
・
発
揮
が
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
儒
教
の
教
義
は
「
確

固
な
る
基
礎
の
上
に
立
ち
て
活
動
し
発
展
」
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
だ
か
ら
こ
そ
儒
教
研
究
の
必
要
を
論
ず
る
の
だ
、
と
述
べ
て

い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
松
山
に
と
っ
て
儒
教
研
究
の
目
指
す
も
の
は
何
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
松
山
は
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

明
治
の
御
世
に
な
り
西
洋
の
文
化
が
輸
入
せ
ら
れ
ま
し
て
其

長
を
採
り
旧
文
明
の
短
を
補
ひ
、
こ
ヽ
に
東
西
両
洋
の
文
化

が
相
融
和
致
し
ま
し
て
遂
に
今
日
の
文
明
富
強
を
致
し
た
訳

で
あ
り
ま
す
。
今
日
の
文
明
富
強
を
致
し
ま
し
た
は
、
固
よ
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り
西
洋
文
化
の
力
の
最
も
多
き
に
居
る
こ
と
は
明
か
な
る
事

実
で
あ
り
ま
す
が
、
旧
文
化
の
基
礎
が
な
け
れ
ば
決
し
て
新

ら
し
き
文
化
を
受
用
摂
取
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
旧
文
化
の
要
素
と
な
れ
る

も
の
は
、
益
々
之
を
研
究
し
、
そ
の
長
所
と
短
所
と
を
究
明

致
し
ま
し
て
、
之
を
発
揮
し
、
東
西
両
文
明
の
混
融
大
成
を

図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ヽ
存
じ
ま
す
。 

 

明
治
以
後
、
所
謂
文
明
開
化
に
よ
り
西
洋
の
文
化
が
日
本
に
大

量
に
流
入
し
、
そ
の
結
果
日
本
は
「
文
明
富
強
」
の
実
現
を
果
た

し
た
が
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
「
旧
文
化
の
基
礎
」
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
旧
文
化
の
要
素
と
な
れ
る

も
の
は
、
益
々
之
を
研
究
し
、
そ
の
長
所
と
短
所
と
を
究
明
致
し

ま
し
て
、
之
を
発
揮
し
、
東
西
両
文
明
の
混
融
大
成
」
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
松
山
は
言
う
。 

 

ま
た
、
続
け
て
松
山
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。 

 
 

我
国
旧
文
化
の
一
大
要
素
た
る
儒
教
の
意
義
を
究
明
致
し
ま

し
て
其
長
所
を
発
揮
し
、
新
文
化
と
相
調
和
し
て
教
育
道
徳

の
上
に
資
益
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
し
む
る
は
、
実
に
今
日
の
急

務
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
今
日
は
私
は
儒
教
の
教
義
の
上

よ
り
で
は
な
く
、
儒
教
の
我
国
教
育
史
上
及
道
徳
史
上
に
於

け
る
位
地
感
化
の
上
よ
り
吾
人
は
儒
教
研
究
の
義
務
あ
る
こ

と
を
論
ぜ
ん
と
存
じ
ま
す
。 

 

松
山
は
「
我
国
旧
文
化
の
一
大
要
素
た
る
儒
教
の
意
義
」
を
研

究
し
て
そ
の
長
所
を
あ
ら
わ
し
、
「
新
文
化
と
相
調
和
し
て
教
育

道
徳
の
上
に
資
益
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
し
む
る
」
こ
と
こ
そ
「
今
日

の
急
務
」
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
の
講
演
で
は
「
儒
教
の
教
義

の
上
」
の
問
題
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
儒
教
の
我

国
教
育
史
上
及
道
徳
史
上
に
於
け
る
位
地
感
化
の
上
」
の
問
題
か

ら
「
儒
教
研
究
の
義
務
あ
る
こ
と
を
論
」
ず
る
の
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
松
山
に
と
っ
て
儒
教
研
究
は
、

日
本
の
「
教
育
道
徳
の
上
に
資
益
」
し
、
究
極
的
に
は
「
東
西
両

文
明
の
混
融
大
成
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。

従
っ
て
、
松
山
に
と
っ
て
漢
学
を
修
め
る
こ
と
は
、
単
に
儒
教
・

漢
学
に
関
す
る
文
献
を
研
究
対
象
と
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
道
徳
的
に
向
上
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
視
さ
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
講
演
の
中
で
松
山
が
特
に
主
張

し
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
松
山
に
と
っ
て

儒
教
研
究
の
す
べ
て
が
そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き

な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
頃
の
松
山
が
、
日
本
の
「
教
育
道
徳
の
上
に
資

益
」
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
儒
教
研
究
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。 

 

と
い
う
の
も
、
松
山
が
重
建
懐
徳
堂
の
初
代
教
授
に
招
聘
さ
れ

た
の
は
こ
の
九
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

関
係
者
が
松
山
を
高
く
評
価
し
た
の
は
、
松
山
が
日
本
の
「
教
育

道
徳
」
を
重
視
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

懐
徳
堂
記
念
会
及
び
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
中
心
人
物
の
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一
人
で
あ
っ
た
西
村
天
囚
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
〇
月
、

重
建
懐
徳
堂
の
開
堂
式
後
の
講
演
「
懐
徳
堂
の
由
来
と
将
来
」
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注

11
）

。 

 
 

此
の
堂
（
引
用
者
注
…
重
建
懐
徳
堂
を
指
す
）
が
建
つ
た
計

り
で
は
魂
が
入
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
一
つ
教
授
を
聘
し
て
此
処

に
常
に
日
を
定
め
て
経
書
の
講
義
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

斯
う
致
し
ま
し
た
時
に
、
其
の
教
師
た
る
人
の
選
択
が
誠
に

困
難
で
ご
ざ
り
ま
す
。
学
問
の
蘊
奥
を
極
め
ま
す
る
に
は
最

高
学
府
が
ご
ざ
り
ま
す
。
此
の
学
校
に
於
て
は
、
単
に
学
術

を
研
究
す
る
の
み
で
な
く
、
先
賢
が
士
民
教
育
の
精
神
的
修

養
を
第
一
に
致
し
ま
し
た
所
に
鑑
み
て
、
学
問
が
善
い
と
云

ふ
許
り
で
な
く
、
品
性
の
善
い
人
を
択
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ぬ
。
斯
う
云
ふ
事
で
決
し
て
世
間
に
名
を
売
つ
て
居
る
学

問
上
手
な
人
に
お
頼
み
は
出
来
ず

。
（
マ
マ
）

色
々
問
合
せ
色
々
銓

衡
を
し
た
結
果
、
此
の
お
方
が
宜
か
ら
う
と
云
ふ
人
を
見
つ

か
り
ま
し
た
。
其
の
お
方
に
交
渉
を
し
た
所
が
、
固
く
御
辞

退
で
ご
ざ
り
ま
す
。
中
々
竹
山
先
生
の
居
ら
れ
た
学
校
に
据

は
る
の
は
、
我
々
風
情
で
い
か
ぬ
と
云
ふ
お
話
で
あ
つ
た
さ

う
で
ご
ざ
り
ま
す
。
所
が
種
々
懇
談
の
結
果
、
遂
に
内
諾
を

得
ま
し
た
。
然
る
に
只
今
現
職
に
居
る
人
で
ご
ざ
り
ま
す
か

ら
、
未
だ
公
の
進
退
が
決
せ
ら
れ
ま
せ
ぬ
前
に
、
其
の
姓
名

等
を
お
話
申
上
げ
る
事
の
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
ご
ざ
り
ま

す
が
、
学
問
品
性
共
に
立
派
な
人
と
存
じ
ま
す
。
他
日
発
表

す
る
時
機
を
お
楽
み
に
お
待
ち
を
願
ひ
た
い
。 

 

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
考
え
る
重
建
懐
徳
堂
の
教
授
は
、

「
学
問
が
善
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
品
性
の
善
い
人
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
山
は
、
「
学
問
品
性
共
に
立
派
な
人
」

と
の
条
件
を
満
た
す
人
物
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
（
注

12
）

。 

 

「
国
民
道
徳
ノ
進
歩
ニ
力
メ
学
術
ノ
発
達
ヲ
図
リ
本
邦
文
化
ノ

向
上
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
」
と
す
る
団
体
で
あ
っ
た
財
団
法
人

懐
徳
堂
記
念
会
は
（
注

13
）

、
儒
教
の
振
興
に
よ
っ
て
社
会
道
徳
の

向
上
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
（
注

14
）

。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
章
で

述
べ
た
よ
う
に
、
重
建
懐
徳
堂
の
授
業
で
あ
る
講
演
・
素
読
科
・

講
義
が
「
品
性
を
向
上
せ
し
む
る
」
こ
と
や
「
徳
性
を
涵
養
」
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
肯
け
よ
う
。
従
っ
て
、
西
村

天
囚
ら
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
に
と
っ
て
、
松
山
が
日

本
の
「
教
育
道
徳
の
上
に
資
益
」
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
儒
教
研

究
の
必
要
性
を
説
き
、
道
徳
的
向
上
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
極

め
て
好
ま
し
く
、
松
山
は
重
建
懐
徳
堂
の
教
授
候
補
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

松
山
自
身
が
、
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
の
地
位
を
棄
て
、
重

建
懐
徳
堂
の
教
授
に
就
任
す
る
決
断
を
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、

詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
西
村
天
囚
に
よ
れ
ば
、
松
山

は
「
中
々
竹
山
先
生
の
居
ら
れ
た
学
校
に
据
は
る
の
は
、
我
々
風

情
で
い
か
ぬ
」
と
の
理
由
で
一
旦
は
教
授
就
任
を
断
っ
た
も
の
の
、

「
種
々
懇
談
の
結
果
、
遂
に
内
諾
」
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
西
村
の
い
う
「
種
々
懇
談
」
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

松
山
自
身
が
教
授
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
資
料
も
今

の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
儒
教
の
振
興
に
よ
っ
て
社
会
道
徳
の
向
上
を
実
現
し
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よ
う
と
の
意
図
で
設
立
さ
れ
る
重
建
懐
徳
堂
の
教
授
に
就
任
す
る

こ
と
は
、
松
山
に
と
っ
て
魅
力
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
講
演
「
儒
教
研
究
の
必
要
を
論
ず
」
の
中
で

松
山
は
、
儒
教
の
現
状
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

儒
教
の
教
義
と
儒
教
の
精
神
と
は
、
渾
然
と
し
て
日
本
道
徳

の
中
に
融
和
す
れ
ば
、
儒
教
は
事
実
上
に
於
て
我
国
に
行
は

れ
居
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
儒

教
は
今
日
に
於
て
は
一
の
教
会
的
組
織
を
も
ち
ま
せ
ん
。
ま

た
儒
教
を
表
彰
し
て
そ
の
教
義
の
宣
伝
を
以
て
自
ら
任
ず
る

専
門
の
伝
道
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
維
新
前
は
儒
学
は
実
に
学

界
の
覇
王
で
あ
り
ま
し
て
、
殆
ん
ど
学
界
を
独
占
致
し
、
儒

学
を
授
く
る
先
生
は
、
漢
学
の
師
で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
、

儒
教
の
宣
伝
者
伝
道
者
で
あ
り
ま
し
た
。
又
其
生
徒
は
皆
儒

教
の
信
徒
で
あ
り
、
学
校
は
一
大
教
会
で
あ
り
ま
し
た
。
す

な
は
ち
、
学
と
教
と
が
二
途
に
分
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
る

に
西
洋
の
文
化
が
東
漸
致
し
ま
す
る
や
、
西
学
は
直
に
儒
学

の
占
め
て
居
り
ま
し
た
学
界
の
大
部
分
を
占
領
致
し
ま
し
て
、

儒
学
も
追
々
と
世
用
に
遠
か
り
、
漢
文
学
科
と
し
て
僅
か
に

学
界
の
一
隅
に
其
座
を
占
む
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
漸

く
儒
教
と
漢
学
と
が
相
分
離
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
儒
学
者
は
儒
教
宣
伝
者
と
な
ら
ず
し
て
十
中
の
九
ま
で
は

漢
文
学
者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
時
勢
の
推
移
と
学
術
の

変
遷
と
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
已
む
を
得

ざ
る
こ
と
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
若
し
こ
の
際
に
儒
学
者
中
に

一
偉
人
が
出
ま
し
て
儒
教
を
全
く
漢
学
よ
り
離
し
、
一
の
倫

理
的
宗
教
を
組
織
致
し
ま
し
て
、
そ
の
教
義
を
宣
伝
し
ま
し

た
な
ら
ば
、
恐
く
は
今
日
に
於
て
は
見
る
べ
き
発
展
が
あ
つ

た
と
存
じ
ま
す
。 

 

松
山
は
、
明
治
維
新
以
前
の
日
本
に
お
い
て
「
儒
学
を
授
く
る

先
生
は
、
漢
学
の
師
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
儒
教
の
宣
伝
者
伝
道

者
」
で
あ
り
、
ま
た
「
其
生
徒
は
皆
儒
教
の
信
徒
で
あ
り
、
学
校

は
一
大
教
会
」
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
「
学
と
教
と
が
二
途
に
分

れ
」
て
は
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
明
治
維
新
後
は
「
儒
教

と
漢
学
と
が
相
分
離
」
し
、
こ
の
た
め
「
儒
学
者
は
儒
教
宣
伝
者

と
な
ら
ず
し
て
十
中
の
九
ま
で
は
漢
文
学
者
」
と
な
り
、
今
や

「
儒
教
の
宣
伝
者
伝
道
者
」
も
な
け
れ
ば
「
教
会
」
も
な
い
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
発
言
か
ら
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
の
時
点
で
松

山
が
、
「
儒
教
宣
伝
者
」
で
は
な
い
「
漢
文
学
者
」
が
「
十
中
の

九
ま
で
」
を
占
め
る
「
学
界
」
の
現
状
に
対
し
て
不
満
を
有
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
松
山
自
身
は
自
ら
が
東
京
帝

国
大
学
を
卒
業
、
更
に
東
京
帝
国
大
学
を
修
了
し
、
広
島
高
等
師

範
学
校
と
い
う
高
等
教
育
機
関
の
教
授
に
在
職
す
る
身
で
あ
り
な

が
ら
、
近
代
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学
問
の
あ
り
方
に

対
し
て
、
大
き
な
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
西
洋
の
学
問

が
「
学
界
の
大
部
分
を
占
領
」
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
日
本
道
徳

の
維
持
・
発
展
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
儒
教
が

衰
退
し
、
そ
の
「
宣
伝
者
」
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

へ
の
不
満
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
松
山
は
、
そ
う
し
た
現
状
は
「
時

勢
の
推
移
と
学
術
の
変
遷
と
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
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已
む
を
得
な
い
と
は
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
松
山
が
そ
の
不

満
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

彼
に
と
っ
て
近
代
日
本
の
高
等
教
育
機
関
と
は
全
く
無
縁
の
、
重

建
懐
徳
堂
の
教
授
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
自
ら
が
日
本
に
必
要
と

考
え
る
「
儒
教
宣
伝
者
」
と
し
て
自
在
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
点
で
、
大
い
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
（
注

15
）

。 

  
 

お
わ
り
に 

 

「
国
民
道
徳
ノ
進
歩
ニ
力
メ
学
術
ノ
発
達
ヲ
図
リ
本
邦
文
化
ノ

向
上
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
」
と
す
る
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

が
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
柱
と
考
え
て
い
た
の
が
、
朱

子
学
を
含
む
漢
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
重
建
懐
徳
堂
で
展
開

さ
れ
た
授
業
は
、
様
々
な
分
野
に
ま
た
が
る
幅
広
い
内
容
を
含
み

つ
つ
も
、
そ
の
全
体
の
中
核
を
占
め
た
の
は
漢
学
で
あ
っ
た
。 

 

も
っ
と
も
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
は
朱
子
学
を
基
本
と
し
、
そ

の
堂
内
に
は
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
は
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
も
掲
げ
ら

れ
ず
、
殊
更
に
朱
子
学
を
重
ん
じ
て
い
た
と
は
見
な
し
が
た
い
。

重
建
懐
徳
堂
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
を
そ
の
ま
ま
単
純
に
復
活

さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

私
見
で
は
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
講
堂
の
建
設
に
当
た

り
、
そ
れ
を
「
重
建
懐
徳
堂
」
と
称
し
て
、
基
本
的
に
は
懐
徳
堂

の
再
建
・
再
興
と
位
置
付
け
た
が
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
二

つ
の
異
な
る
方
向
性
を
併
存
す
る
形
を
取
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

懐
徳
堂
が
漢
学
の
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
朱
子
学
を
含

む
漢
学
に
よ
り
道
徳
的
向
上
を
目
指
す
学
校
と
す
る
と
い
う
方
向

性
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
が
町
民
の
学
び

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
重
建
懐
徳
堂
を
広
く
一
般
市
民

が
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
と
す
る

と
い
う
方
向
性
で
あ
る
（
注

16
）

。 

 

も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
方
向
性
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
正
期
の
日

本
の
社
会
の
状
況
に
適
応
す
る
形
で
実
現
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
財
団
法
人
と
し
て
の
運
営
も
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

明
治
維
新
以
降
、
日
本
に
は
西
洋
の
学
問
が
急
速
に
広
ま
り
、
そ

し
て
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
降
は
近
代
的
な
学
校
教
育
制
度

の
整
備
が
進
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
設
立
さ
れ
た
重
建
懐
徳

堂
を
、
か
つ
て
の
懐
徳
堂
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
形
で
運
営
す

る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

重
建
懐
徳
堂
の
運
営
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
、
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
内
部
に
何
ら
か
の
意
見
の
対
立
と
い
っ
た
も
の
が
存
在

し
た
の
か
ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
懐
徳
堂
学
主
を
代
々
勤
め
た
中
井
家
の
子
孫
・
中
井
木

菟
麻
呂
と
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
と
の
関
係
も
影
響
し
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
（
注

17
）

。
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。 

  
 

注 

１ 

拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
』
（
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。 
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２ 

定
期
講
演
は
、
当
初
「
定
期
学
術
講
演
会
」
と
も
呼
ば
れ
、
後
に
開
講 

の
曜
日
に
ち
な
ん
で
「
土
曜
講
演
」
と
呼
ば
れ
た
。 

３ 
大
正
版
「
要
覧
」
の
「
（
四
）
事
業
」
の
記
述
に
よ
る
。 

４ 
注
３
に
同
じ
。 

５ 

注
３
に
同
じ
。
素
読
は
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
な
入
門
段
階
で
の
漢

文
学
習
法
で
、
漢
文
の
意
味
に
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
そ
の
漢
文
を
訓
読

に
よ
る
読
み
方
で
ひ
た
す
ら
読
む
。 

６ 

大
正
版
「
要
覧
」
所
収
の
「
懐
徳
堂
職
制
」
に
よ
れ
ば
、
「
重
建
懐
徳

堂
に
は
職
員
と
し
て
教
授
一
人
の
他
、
助
教
授
・
書
記
・
司
書
そ
れ
ぞ
れ

若
干
名
が
置
か
れ
た
。
こ
の
う
ち
教
員
は
教
授
と
助
教
授
と
で
あ
り
、
大

正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
の
時
点
で
は
、
教
授
が
松
山
直
蔵
、
助
教
授
が

吉
田
鋭
雄
で
あ
る
。
講
師
は
、
「
懐
徳
堂
職
制
」
第
九
条
の
「
講
義
ヲ
分

擔
ス
ル
爲
メ
講
師
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
規
定
に
よ
り
、
基
本
的
に
外

部
か
ら
招
か
れ
た
。
大
正
期
に
は
、
大
阪
高
等
学
校
教
授
の
財
津
愛
象
、

京
都
帝
国
大
学
助
教
授
の
吉
澤
義
則
、
第
三
高
等
学
校
教
授
の
林
森
太
郎
、

大
阪
府
立
図
書
館
司
書
・
東
北
帝
国
大
学
教
授
の
武
内
義
雄
、
稲
束
猛
、

重
建
懐
徳
堂
の
助
教
授
と
な
る
前
の
吉
田
鋭
雄
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
の
理
事
で
あ
っ
た
西
村
天
囚
な
ど
が
講
師
を
務
め
た
。 

７ 

注
３
に
同
じ
。 

８ 

引
用
に
際
し
て
は
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
昭
和
六
年
（
一
九
三

一
）
に
刊
行
し
た
単
行
本
（
非
売
品
）
に
よ
る
。
な
お
、
財
津
愛
象
の
識

語
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
「
片
假
名
を
用
ひ
て
、
引
用
句
讀
を
附
」
し
て
い

な
い
。
財
津
は
、
「
今
便
宜
上
平
假
名
字
に
改
め
て
句
讀
を
施
せ
り
、
も

し
誤
謬
あ
ら
ば
校
訂
者
の
責
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。 

９ 

『
懐
徳
』
第
六
号
（
昭
和
二
年
〔
一
九
二
七
〕
一
〇
月
）
所
収
。 

10 

松
山
直
蔵
「
儒
教
研
究
の
必
要
を
論
ず
」
（
広
島
高
等
師
範
学
校
教
育

研
究
会
編
「
教
育
研
究
会
講
演
集
第
三
輯
」
〔
明
治
四
一
年
三
月
二
五

日
〕
所
収
）
に
よ
る
。
な
お
引
用
に
際
し
て
は
、
理
解
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
読
点
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

11 

『
懐
徳
』
第
二
号
（
大
正
一
四
年
〔
一
九
二
五
〕
二
月
）
所
収
。 

12 

こ
の
講
演
の
時
点
で
、
広
島
高
等
師
範
学
校
の
現
職
の
教
授
で
あ
っ
た

松
山
は
、
直
ち
に
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
西
村
は
、

松
山
の
名
前
を
口
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

13 

「
財
団
法
人
会
懐
徳
堂
記
念
会
寄
付
行
為
」
に
よ
る
。 

14 

注
１
前
掲
拙
著
参
照
。 

15 

松
山
が
、
こ
の
講
演
の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
偉
人
」
に
自
ら
な

る
こ
と
、
つ
ま
り
「
儒
教
を
全
く
漢
学
よ
り
離
し
、
一
の
倫
理
的
宗
教
を

組
織
」
し
て
、
そ
の
教
義
を
宣
伝
す
る
こ
と
ま
で
を
重
建
懐
徳
堂
で
行
お

う
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
松
山
は
そ
こ
ま
で
考

え
て
は
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

16 

前
者
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
授
業
の
中
心
を
占
め
た
の
が
漢
学
で
あ
っ
た

点
に
よ
く
表
れ
て
お
り
、
後
者
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
授
業
の
中
で
も
特
に

無
料
で
受
講
で
き
た
講
演
、
中
で
も
通
俗
講
演
に
よ
く
表
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

17 

注
１
前
掲
拙
著
、
及
び
拙
稿
「
二
つ
の
『
論
語
逢
原
』
―
懐
徳
堂
記
念

会
と
中
井
木
菟
麻
呂
―
」
（
『
懐
徳
』
第
七
九
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。 

追
記
…
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
九
・
二
〇
日
、
中
国
江
西
省
盧
山

白
鹿
洞
書
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
哲
学
与
時
代 

朱
子
学
国
際
学
術
研

討
会
」
で
の
発
表
論
文
「
『
重
建
懐
徳
堂
』
的
朱
子
学
」
（
中
文
）
の
日
本

語
原
稿
に
、
一
部
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 




